
〆
屯
１
Ｊ
』

鍵
拙
文
「
田
原
結
節
の
発
見
者
田
原
淳
」
は
昭
和
五
十
九
年
二
月
、
日
医
ニ
ュ
ー
ス
「
医
界
風
土
記
三
○
九
」
に
掲
載
さ
れ
、
平
成
六

（
２
）

誌
年
、
思
文
閣
出
版
「
医
界
風
土
記
九
州
・
沖
縄
編
」
の
大
分
県
に
収
載
さ
れ
た
。
そ
の
後
筆
者
は
十
九
世
紀
よ
り
二
十
世
紀
初
頭
に
い
た

雑蓉
る
心
臓
収
縮
に
関
す
る
文
献
に
触
れ
、
ま
た
九
州
大
学
医
学
部
図
聿
冒
館
に
お
い
て
田
原
淳
著
『
哺
乳
動
物
心
の
刺
激
伝
導
系
ロ
閉
丙
①
厨
‐

（
３
）
（
４
）

権
一
①
旨
冒
鴨
豊
里
①
ヨ
ロ
①
の
段
侭
呂
①
昏
①
国
ｇ
め
』
の
原
著
復
刻
本
及
び
翻
訳
本
を
通
覧
す
る
機
会
が
あ
り
、
当
時
心
臓
収
縮
伝
導
の
メ
カ
ニ
ズ

日
ム
を
心
電
計
な
ど
を
駆
使
し
て
生
理
学
的
に
追
及
し
て
い
た
学
派
と
、
閏
の
》
【
①
貝
》
田
原
ら
組
織
解
剖
病
理
学
者
の
業
績
を
比
較
検
討
し
、
さ

（
５
）

ら
に
甲
ざ
昌
騨
に
つ
い
て
些
か
の
考
察
を
試
み
た
の
で
拙
文
補
遺
と
し
て
報
告
す
る
。
本
文
の
一
部
は
第
九
十
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会

（
平
成
九
年
十
月
博
多
）
に
て
発
表
し
た
。

田
原
淳
は
冨
閏
９
個
大
学
病
理
学
教
室
の
Ｆ
シ
ｍ
ｇ
ｇ
【
教
授
の
も
と
に
一
九
○
三
’
一
九
○
六
年
の
三
年
四
ヶ
月
間
留
学
を
し
て
、
滞

（
６
）
（
３
）

独
中
に
⑦
こ
の
国
ぐ
国
の
３
①
昌
胃
こ
①
昌
四
か
ら
二
冊
の
著
書
を
出
版
し
た
。
一
冊
は
教
授
と
共
著
の
ア
シ
ョ
フ
結
節
発
見
に
関
す
る
原
著
、
一
冊

恥
は
上
述
の
『
哺
乳
動
物
心
の
刺
激
伝
導
系
』
で
副
題
は
「
房
室
束
お
よ
び
プ
ル
キ
ン
エ
線
維
に
つ
い
て
の
解
剖
組
織
学
的
研
究
」
で
、
教
授
の

第45巻第4号(1999)

は
じ
め
に

田
原
結
節
の
発
見
者
田
原
淳
補
遺

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
五
巻
第
四
号

平
成
十
一
年
十
二
月
二
十
日
発
行冨

田
達
夫

平
成
十
年
八
月
十
七
日
受
付

平
成
十
一
年
六
月
二
十
一
日
受
理
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（
９
）

一
九
○
五
年
ド
イ
ツ
病
理
学
会
に
Ｐ
の
ｇ
旦
哺
教
授
が
発
表
し
た
田
昌
呉
①
口
菌
の
①
ｇ
に
関
す
る
田
原
の
知
見
」
は
「
心
房
と
心
室
を
連
結

す
る
三
三
農
①
一
駐
い
①
耐
買
の
扇
冒
に
は
錯
綜
す
る
編
目
細
工
の
結
節
が
存
在
し
、
主
部
は
心
房
断
面
に
あ
り
心
房
束
、
結
節
、
心
室
束
に
三
区
分

』
さ
れ
、
い
ず
れ
も
弔
匡
鳥
目
①
線
維
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
哺
乳
動
物
に
認
め
ら
れ
る
。
組
織
解
剖
学
的
な
根
拠
か
ら
で
は
あ
る
が
、
田
原
は

９９叩
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
自
働
的
心
臓
運
動
の
筋
性
中
枢
と
考
え
た
」
と
説
明
し
、
囲
い
束
を
切
断
し
て
結
節
に
到
達
で
き
る
手
技
を
図
示
し
標
本
を

信
供
覧
し
た
。
こ
の
控
え
目
な
田
原
結
節
の
発
見
の
報
告
に
討
論
に
起
っ
た
プ
ラ
ハ
大
学
の
西
国
旨
ｍ
は
「
シ
の
ｇ
ｏ
或
君
が
発
表
さ
れ
た
田
原
博

鐸
士
の
組
織
学
的
研
究
に
よ
っ
て
こ
ず
①
侭
四
侭
の
ｇ
且
①
一
の
構
造
と
刺
激
伝
導
経
路
が
解
明
さ
れ
た
こ
と
は
素
晴
し
い
、
こ
れ
ま
で
伝
導
時
間

５鍵
の
遅
延
が
観
測
さ
れ
、
ま
た
心
房
に
発
生
の
刺
激
に
よ
り
心
室
収
縮
が
心
尖
部
近
傍
つ
ま
り
乳
頭
筋
の
近
く
に
お
い
て
極
く
早
期
に
観
察
さ

誌
れ
て
い
た
事
実
な
ど
、
田
原
博
士
の
解
剖
学
的
な
根
拠
が
生
理
学
的
解
釈
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
勺
匡
鳥
目
①
線
維
が
刺
激
伝
導
線
維
と
し
て

雑学
の
生
理
学
的
な
重
要
な
価
値
を
い
っ
ぺ
ん
に
勝
ち
取
っ
た
の
で
あ
る
。
少
の
ｇ
ａ
｛
君
が
ご
蔚
侭
自
照
ｇ
己
①
弓
を
四
目
房
の
蔚
口
ぐ
○
房
敵
且
侭

史

（
皿
）

輻
号
月
ゴ
の
ｏ
言
①
己
①
。
（
全
く
完
壁
に
切
断
し
）
得
た
と
い
う
、
そ
の
部
位
の
図
解
に
関
し
て
は
小
生
が
最
近
発
表
の
論
文
に
、
ほ
ほ
同
じ
言
葉
で

Ｉ
表
現
し
て
い
る
の
だ
が
、
国
辱
且
①
一
が
小
生
の
切
断
し
た
部
位
で
あ
っ
た
と
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
う
れ
し
い
」
と
発
言
し
て
い
る
。
田
原
淳
は

（
８
）

上
述
の
論
文
の
な
か
で
田
自
侭
の
①
旨
雪
印
ロ
皇
国
の
動
物
実
験
で
証
明
さ
れ
た
よ
う
に
心
房
収
縮
と
心
室
収
縮
間
に
解
離
が
み
ら
れ

望
曽
の
日
の
損
傷
、
破
壊
に
よ
り
心
室
リ
ズ
ム
と
脈
榑
に
変
動
が
み
ら
れ
る
と
い
う
が
、
こ
れ
の
原
因
解
明
に
は
顕
微
鏡
的
検
索
が
必
要
」
と

（
７
）
（
８
）

序
文
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
他
に
二
編
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
彼
の
原
著
の
紹
介
な
い
し
解
説
を
兼
ね
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

Ｊ
』
び
く
閂
四
国
の
椙

ｔ
述
べ
て
い
る
。

シ
、
ｇ
ｏ
索
と
西
田
言
、
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（
Ⅸ
）

ラ
イ
プ
チ
ヒ
・
ク
リ
ー
ク
で
閏
の
が
房
室
束
を
発
見
し
た
の
は
十
年
後
の
一
八
九
三
年
で
あ
る
。
兎
の
心
臓
の
連
続
切
片
を
再
構
築
し
て
、

中
隔
壁
境
界
と
房
室
弁
と
に
束
の
存
在
を
確
認
し
た
実
験
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
麻
酔
下
に
気
管
カ
ニ
ュ
レ
を
挿
管
、
人
工

呼
吸
下
に
心
外
膜
を
ひ
ら
き
心
を
皿
の
上
に
横
た
え
る
よ
う
に
固
定
し
右
心
耳
と
左
室
側
壁
に
導
子
を
つ
け
る
。
心
榑
動
を
〆
冒
目
○
四
四
‐

ｇ
ざ
己
で
記
録
し
つ
つ
右
心
耳
尖
端
に
十
ミ
リ
長
、
一
、
五
ミ
リ
幅
の
メ
ス
を
用
い
て
触
診
す
る
。
圧
し
て
凹
む
柔
ら
か
な
場
所
（
心
房
隔
壁
）

（
Ｍ
）

田
原
淳
が
原
著
の
な
か
で
最
も
高
く
評
価
し
て
い
る
の
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
生
理
学
者
⑦
四
禺
呂
で
あ
る
。
亀
の
心
臓
の
心
房
（
巴

と
心
室
（
く
）
に
一
本
づ
っ
糸
を
か
け
て
吊
り
下
げ
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
支
持
固
定
す
る
。
心
収
縮
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
は
洞
（
巴
か
ら
（
と
↓
（
ぐ
）

へ
と
伝
播
す
る
。
心
房
に
メ
ス
で
ス
リ
ッ
ト
を
い
れ
、
命
）
（
と
（
ぐ
）
を
つ
な
い
で
い
る
冠
静
脈
、
神
経
を
切
断
し
糸
で
吊
り
下
げ
て
い
る
ポ

イ
ン
ト
近
く
ま
で
切
開
し
て
も
心
収
縮
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
に
は
変
り
が
な
か
っ
た
。
彼
は
房
室
間
に
筋
性
連
結
束
ぐ
①
号
ヨ
目
侭
の
ｇ
目
色
さ

え
存
在
す
る
な
ら
、
確
実
に
伝
播
で
き
る
こ
と
を
実
証
し
た
。
ま
た
彼
は
ス
リ
ッ
ト
を
い
れ
た
こ
の
部
分
が
、
近
い
将
来
に
命
）
と
連
結
し

て
盟
己
屋
の
⑪
昌
巨
①
洞
房
（
シ
辺
、
（
ぐ
）
と
連
結
し
て
く
①
ご
ｇ
ｏ
一
①
四
目
昼
①
房
室
（
シ
く
）
と
呼
称
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
予
言
し
て
い
る
。
一
八

八
三
年
の
⑦
四
爵
呂
の
実
験
は
神
経
原
説
の
刺
激
伝
導
が
筋
原
説
に
移
行
の
過
渡
期
で
あ
っ
た
。
心
房
か
ら
心
室
へ
の
収
縮
の
伝
播
が
筋
性

連
結
束
か
ら
離
れ
た
位
置
に
あ
る
神
経
装
置
を
介
す
る
こ
と
な
く
、
連
結
束
自
体
が
直
接
伝
播
に
携
わ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
心
房
と
心
室

の
境
界
部
に
お
け
る
収
縮
波
伝
播
の
遅
延
は
、
こ
の
境
界
部
の
筋
線
維
の
組
織
学
的
特
異
性
に
よ
る
即
ち
筋
線
維
は
心
室
、
心
房
の
固
有
筋

に
比
し
著
し
く
細
く
、
横
紋
は
不
明
瞭
、
大
き
い
核
を
有
し
軽
度
の
狭
窄
が
あ
り
、
こ
の
狭
部
を
彼
は
筋
線
維
の
終
末
部
と
考
え
た
、
と
田

（
３
）

原
淳
原
著
の
『
房
室
束
の
研
究
史
』
の
な
か
で
解
説
し
て
い
る
。

国
勗．

の
閉
庁
里
｝
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と
、
圧
し
て
固
く
強
く
拍
動
す
る
心
室
隔
壁
と
は
容
易
に
区
別
さ
れ
、
偶
然
房
室
束
に
命
中
し
た
と
い
う
。
実
験
終
了
後
、
開
心
し
て
内
面

を
ス
ケ
ッ
チ
、
メ
ス
の
部
位
に
記
号
を
つ
け
中
隔
壁
を
切
除
し
連
続
切
片
を
作
っ
た
。
二
個
の
導
子
記
録
に
よ
り
刺
激
伝
導
が
心
房
か
ら
房

室
束
を
介
し
て
心
室
に
至
る
こ
と
を
実
証
し
一
八
九
四
年
に
弓
話
邑
①
『
目
８
．
国
詳
蔚
目
に
発
表
、
翌
年
ベ
ル
ン
の
国
際
生
理
学
会
に
組
織
標

本
と
〆
旨
ョ
○
喝
、
日
ョ
を
供
覧
し
た
と
い
う
。
一
九
○
五
年
出
目
侭
は
心
臓
の
刺
激
伝
導
が
閏
の
の
発
見
し
た
、
こ
の
房
室
束
を
介
し
て
伝

（
Ⅱ
）

播
す
る
の
だ
か
ら
「
ヒ
ス
束
」
と
命
名
し
た
い
と
提
唱
し
た
。

（
塒
）

ヒ
ス
束
の
発
見
と
時
を
同
じ
く
し
て
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
〆
①
具
の
業
績
が
注
目
さ
れ
る
。
猿
の
心
臓
の
実
験
か
ら
心
房
筋
と
心
室

筋
に
歩
調
の
乱
れ
が
あ
り
房
室
間
に
は
筋
性
連
結
が
常
に
み
と
め
ら
れ
、
そ
の
存
在
を
自
分
は
断
言
し
て
は
ば
か
ら
ず
と
い
っ
て
い
る
。
筋

線
維
は
組
織
学
的
に
完
全
に
発
達
し
、
線
維
性
結
合
織
内
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ゆ
き
わ
た
っ
て
お
り
心
房
か
ら
心
室
へ
拡
が
る
。
筋
線
維
は

紡
錘
型
を
な
し
枝
分
か
れ
の
多
い
細
胞
が
あ
り
尖
細
で
、
太
く
な
っ
た
り
細
く
な
っ
た
り
し
て
お
り
、
核
は
細
胞
膨
化
の
た
め
横
紋
模
様
が

（
鵬
）

鮮
明
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
四
ｍ
の
「
房
室
束
の
歴
史
」
と
題
す
る
論
文
の
な
か
に
、
【
①
貝
が
こ
の
筋
線
維
を
８
の
く
２
日
眉
①
国
号
周

両
①
国
四
目
侭
（
刺
激
伝
導
能
を
も
つ
）
と
明
言
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

円
の
と
嵐
①
具
二
人
の
発
見
は
一
八
九
三
年
で
あ
る
が
肉
①
貝
の
発
表
が
数
ヶ
月
早
か
っ
た
と
い
う
。
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
【
①
目
が
二
人
の

業
績
を
比
較
し
閏
印
の
方
が
内
容
か
ら
み
て
決
定
的
な
形
を
な
し
て
い
る
、
閏
の
は
心
房
か
ら
心
室
へ
の
冗
奮
伝
導
は
房
室
束
が
唯
一
の

冒
号
言
暑
で
あ
っ
て
、
房
室
束
の
切
断
に
よ
り
心
房
と
心
室
の
収
縮
に
巳
の
８
ａ
四
二
の
①
（
不
調
和
）
が
み
ら
れ
、
ヒ
ト
の
心
臓
に
つ
い
て
も
房

（
Ⅳ
）

室
束
を
発
見
し
た
と
評
価
し
て
い
る
。
【
四
号
は
さ
ら
に
近
来
わ
が
国
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
冒
旨
再
昼
に
関
し
て
雪
の
の
名
を
厨
の
具
に
置

き
換
え
よ
う
と
す
る
風
潮
を
感
じ
る
の
だ
が
、
し
か
し
依
然
と
し
て
今
も
っ
て
ド
イ
ツ
人
閏
印
の
明
白
な
考
察
、
着
想
、
概
念
に
脱
帽
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
因
っ
て
敢
え
て
苦
言
を
呈
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
。

【
の
具
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一
八
八
八
年
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
大
学
の
言
。
ヨ
旨
四
ョ
は
哺
乳
動
物
心
の
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
心
榑
動
の
順
行
性
収
縮
は
心
基
底
静
脈
端
、

即
ち
左
右
心
房
内
の
大
静
脈
終
末
部
の
近
く
で
は
じ
ま
る
、
し
か
し
そ
の
局
在
が
心
房
組
織
を
有
す
る
大
静
脈
旨
二
日
目
か
大
静
脈
終
末
部

の
ぐ
①
ご
○
‐
四
目
旨
昌
閏
の
旨
口
＆
○
己
か
ら
梢
離
れ
た
部
位
か
、
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
瀕
死
状
態
の
心
を
観
察
す
る
と
、

ｊ
く
①
ｇ
‐
“
昌
旨
昌
冑
に
お
い
て
極
め
て
明
瞭
に
拍
動
が
は
じ
ま
り
、
後
方
へ
大
動
脈
を
こ
え
心
房
の
前
方
か
ら
心
室
へ
移
動
し
、
心
房
全
体
が
同

９９

（
鵬
）
（
Ⅲ
）
（
胴
）
（
脇
）

岫
時
に
収
縮
す
る
の
で
な
く
掃
く
よ
う
に
順
行
す
る
、
と
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
論
文
は
一
八
八
三
年
の
⑦
四
農
①
貝
一
八
九
三
年
の
雷
め
》
〆
の
昌

号
ら
の
発
表
の
丁
度
真
中
に
あ
た
っ
て
お
り
「
解
剖
実
験
か
ら
洞
が
疑
い
も
な
く
、
そ
の
動
物
の
心
臓
に
自
然
の
リ
ズ
ム
の
最
高
の
力
を
賦
与

４謹
し
」
「
心
房
と
心
室
の
線
維
は
別
々
の
シ
ス
テ
ム
に
属
し
、
房
室
冒
］
８
○
国
の
場
所
で
連
結
組
織
が
か
な
り
の
範
囲
に
分
離
さ
れ
」
あ
る
い
は

５鍵
「
心
房
か
ら
心
室
へ
収
縮
の
伝
播
は
、
こ
の
部
分
を
通
過
す
る
神
経
の
影
響
ら
し
い
」
な
ど
の
記
述
か
ら
冒
口
弓
旨
四
目
が
筋
原
説
を
全
面

誌
的
に
賛
同
は
し
な
い
ま
で
も
、
田
原
結
節
、
閏
の
束
の
存
在
を
示
唆
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
脛
）

一
九
○
四
年
ジ
ョ
ン
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
詞
①
同
国
は
ド
イ
ツ
語
の
論
文
を
発
表
し
「
普
巴
討
弓
一
Ｎ
教
授
か
ら
、
も
し
心
房
か
ら
心
室
へ
刺

激
の
伝
達
に
、
規
則
的
な
筋
性
連
結
が
発
見
さ
れ
る
な
ら
間
違
い
な
い
、
対
象
を
大
き
い
も
の
に
限
定
し
て
種
々
の
方
法
で
哺
乳
動
物
の
筋

性
連
結
の
正
確
な
位
置
決
定
を
や
り
給
え
、
さ
ら
に
系
統
発
生
、
個
体
発
生
進
化
の
発
育
も
詳
し
く
研
究
さ
れ
る
べ
き
」
だ
と
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
得
た
と
述
べ
て
い
る
。
哺
乳
動
物
の
印
厨
①
局
の
房
室
束
実
験
は
、
心
を
中
隔
で
垂
直
に
、
心
軸
に
平
行
の
切
開
を
加
え
る
、
作
製
さ
れ

た
連
続
切
片
の
丁
度
真
中
あ
た
り
に
横
断
切
開
さ
れ
た
筋
束
が
毎
常
見
付
か
っ
た
、
周
囲
と
は
結
合
織
で
明
確
に
区
別
さ
れ
、
心
室
中
隔
の

上
端
に
直
接
、
下
部
の
膜
様
中
隔
部
が
み
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
切
開
で
心
房
内
を
後
方
へ
辿
る
こ
と
が
で
き
、
周
囲
の
結
合
織
は
乏
し
く
な

詞
①
厨
①
門

言
。
舅
皀
一
画
日
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り
、
最
後
に
消
失
す
る
。
束
は
も
は
や
筋
肉
と
は
区
別
が
つ
か
な
く
な
り
就
中
筋
線
維
の
走
行
は
心
房
筋
に
入
り
こ
ん
で
い
る
よ
う
だ
、
と

（
３
）

解
説
し
、
彼
の
連
続
切
片
の
克
明
な
附
図
は
田
原
淳
の
そ
れ
と
極
め
て
酷
似
し
て
い
る
。
田
原
淳
の
原
著
の
な
か
で
罵
厨
ｇ
が
成
人
ヒ
ト
心

の
房
室
束
走
行
を
肉
眼
的
に
確
認
し
た
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
の
重
要
性
を
挙
げ
て
い
る
も
の
の
、
筋
束
の
長
さ
十
八
ミ
リ
、
幅
二
・
五
ミ

リ
、
厚
さ
一
・
五
ミ
リ
と
計
測
し
た
詞
の
目
の
局
が
組
織
学
的
検
索
は
行
な
っ
て
い
な
い
と
。

国
巨
冒
匡
①
茸

（
鋤
）
（
的
）

リ
エ
ー
ジ
ュ
大
学
生
理
学
教
室
の
冨
四
×
出
口
日
匡
倶
弄
は
一
九
○
四
年
罰
①
冨
①
『
の
実
験
の
二
ヵ
月
後
の
七
月
に
ヒ
ス
束
を
結
紮
し
周
期
性

不
整
脈
を
犬
の
心
臓
で
観
察
し
て
い
る
。
附
図
は
ヒ
ス
束
が
ひ
と
し
く
強
く
く
び
れ
て
い
て
組
織
解
剖
学
的
に
美
し
く
画
か
れ
て
い
る
。
論

（
脳
）

文
の
末
尾
恩
の
巨
冒
心
に
註
が
附
き
国
の
Ｈ
旨
い
の
哺
乳
動
物
心
の
房
室
束
切
断
実
験
の
第
三
報
を
紹
介
し
て
い
る
。
四
匹
の
犬
の
ヒ
ス
束
を
切

断
し
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
大
学
の
Ｐ
の
ｇ
旦
閉
に
送
り
切
断
部
位
の
組
織
学
的
追
試
を
依
頼
、
う
ち
三
匹
の
束
は
シ
の
ｇ
ｏ
廟
の
返
事
に
「
①
ヨ
ミ
四
且
‐

｛
風
に
切
断
さ
れ
て
お
り
、
残
り
の
一
例
の
切
開
は
束
の
近
く
ま
で
達
し
て
い
た
が
中
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
記

述
で
あ
り
弓
シ
ヨ
シ
詞
酔
の
実
験
に
よ
る
と
附
言
さ
れ
て
い
る
。

（
釦
）
（
配
）
（
羽
）

ロ
ン
ド
ン
大
学
解
剖
学
教
室
の
シ
烏
昏
員
氏
①
］
ｇ
は
一
九
○
○
年
初
頭
か
ら
Ｆ
ｇ
ｏ
２
誌
に
弓
馬
①
ご
巳
目
○
己
四
目
四
８
○
二
ｇ
８
Ｈ
ｓ
目

日
匡
の
８
－
閏
の
司
巨
ｇ
員
の
９
号
①
扁
閏
庁
の
Ｆ
ｇ
員
①
を
次
々
に
発
表
し
、
そ
の
解
剖
組
織
学
的
業
績
は
田
原
の
実
験
と
は
異
な
る
も
の
の
、

心
収
縮
時
の
心
運
動
、
胎
児
心
循
環
、
卵
円
孔
閉
鎖
な
ど
の
研
究
で
は
附
図
は
い
ず
れ
も
手
書
き
で
あ
る
が
極
め
て
精
密
で
あ
る
。
一
九
○

（
別
）

四
年
の
実
験
を
言
の
己
烏
①
９
９
が
「
【
①
弓
の
か
し
こ
い
実
験
」
と
評
し
て
い
る
の
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

心
は
肺
底
区
で
固
定
さ
れ
、
冠
状
溝
の
右
心
房
櫛
状
筋
の
配
列
に
よ
っ
て
心
房
収
縮
時
、
右
心
房
の
大
部
分
と
左
右
心
耳
に
つ
く
心
房
筋

尻
９
９



誌
ナ
ポ
リ
大
学
の
組
織
学
一
般
生
理
学
教
授
の
Ｑ
ｏ
く
目
昌
顧
一
旦
一
コ
○
は
一
八
七
六
年
、
房
室
間
に
筋
連
結
の
あ
る
こ
と
を
最
初
に
実
証
し

雑
（
胴
）

》
た
人
で
あ
る
。
田
切
は
「
房
室
束
の
研
究
史
」
の
な
か
で
も
四
一
且
ご
○
が
房
室
弁
の
表
面
に
筋
線
維
を
検
索
し
、
こ
れ
は
一
八
三
九
年
丙
①
ａ
、

椎
一
八
四
○
年
尿
胃
の
ｏ
冒
臼
に
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
ヒ
ト
、
馬
、
犬
、
七
面
鳥
な
ど
に
一
部
教
科
聿
自
で
省
か
れ
一
部
否
認
さ
れ
て
い

日
た
。
石
四
一
且
旨
○
の
ア
ル
バ
イ
ト
は
ド
イ
ツ
で
詳
し
く
説
述
さ
れ
解
剖
学
的
に
は
国
冑
・
里
①
す
ｇ
と
国
昌
、
生
理
学
的
に
は
四
角
目
四
昌
己
に
よ

っ
て
解
説
さ
れ
た
。
そ
の
論
文
は
極
め
て
入
手
困
難
で
、
新
し
く
”
①
目
①
周
が
業
績
の
原
本
を
読
み
国
鯉
ａ
①
－
３
①
自
が
翻
訳
の
ミ
ス
を
指
摘
し

た
が
、
こ
の
報
告
は
ロ
ー
マ
在
住
の
国
○
二
に
よ
っ
て
複
写
さ
れ
、
そ
れ
を
も
っ
て
新
し
く
引
用
文
を
つ
け
て
い
る
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
小
生
は

ベ
ル
リ
ン
で
入
手
で
き
な
か
っ
た
。
ロ
①
⑦
画
①
国
昌
は
厨
一
旦
一
三
○
の
成
果
を
報
告
し
一
部
を
逐
語
的
に
引
用
し
て
い
る
。
小
生
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
を
知
ら
な
い
も
の
の
大
体
に
お
い
て
勺
四
一
且
冒
○
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
内
容
を
通
覧
し
得
た
と
思
う
。
房
室
弁
に
つ
き
日
心
室
か
ら
の
筋
は
、

９卵
そ
の
長
い
線
維
の
継
続
で
あ
っ
て
筋
は
弁
に
附
着
し
、
弁
の
中
に
そ
の
終
末
を
み
る
、
口
心
房
か
ら
長
い
横
紋
線
維
の
筋
肉
壁
が
す
べ
て
弁

第45巻第4号(1999)

の
隆
起
が
み
ら
れ
、
そ
の
た
め
心
室
の
基
底
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
静
止
心
で
房
室
境
界
を
假
に
糸
で
一
周
、
こ
の
囲
続
す
る
リ
ン
グ
を
（
と

と
す
る
。
心
房
収
縮
時
に
は
境
界
の
リ
ン
グ
は
心
房
側
（
、
）
に
偏
位
す
る
。
こ
れ
は
心
室
が
充
満
す
る
た
め
に
利
点
が
あ
り
、
即
ち
心
房
が

心
室
内
容
物
だ
け
を
内
方
に
押
し
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
心
室
自
体
も
ま
た
内
容
物
を
引
張
り
こ
む
、
丁
度
脚
に
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
履
く
よ

う
に
・
心
室
収
縮
時
の
心
房
弛
緩
の
場
合
に
は
心
室
は
短
縮
し
、
房
室
境
界
の
リ
ン
グ
は
心
室
側
（
Ｃ
に
偏
位
す
る
と
解
説
し
た
。
後
年
〆
①
弓

（
弱
）

は
田
原
結
節
の
発
見
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
、
容
易
に
洞
房
結
節
に
到
達
し
た
と
い
っ
た
が
、
丙
の
詳
彦
の
膨
大
な
実
験
な
く
し
て
は
洞
房
結
節
は
得

ら
れ
な
か
っ
た
ろ
う
。
一
九
○
○
年
初
頭
、
生
理
学
者
と
解
剖
学
者
ら
が
心
刺
激
伝
導
の
解
明
に
尽
し
た
努
力
の
一
端
を
筆
者
が
垣
間
見
る

（
錨
）

に
、
田
原
結
節
の
発
見
は
も
と
よ
り
国
鳥
且
①
線
維
が
刺
激
伝
導
系
の
本
幹
で
あ
る
と
実
証
し
た
田
原
淳
の
一
大
業
績
も
、
も
は
や
誰
が
発

見
し
て
も
お
か
し
く
な
か
っ
た
、
そ
し
て
誰
も
が
甲
一
○
胃
騨
に
一
言
あ
っ
て
当
然
の
、
そ
の
時
点
に
き
て
い
た
の
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

帛
〕
四
］
煙
」
司
邑
（
）
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へ
継
続
移
行
す
る
。
こ
れ
を
国
呂
は
「
心
房
の
筋
膜
昌
易
一
市
①
言
四
員
」
と
書
き
国
四
ａ
①
－
８
①
ロ
も
類
似
の
紹
介
を
し
て
い
る
、
と
閏
印
は

顧
一
且
冒
○
の
業
績
を
述
べ
最
後
に
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
。

一
九
○
九
年
闘
皀
且
冒
○
は
房
室
間
の
筋
連
結
の
存
在
を
最
初
に
実
証
し
た
の
だ
と
両
国
○
鼻
詳
の
請
求
権
の
あ
る
こ
と
を
申
し
立
て
た
。

彼
の
記
述
し
た
心
房
か
ら
心
室
に
至
る
束
の
な
か
に
関
の
束
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
し
か
し
ヒ
ト
で
は
閉
め
束
に
つ
い
て

は
述
べ
ら
れ
ず
、
ピ
サ
の
解
剖
学
者
ロ
①
⑦
、
①
国
昌
は
心
房
と
心
室
を
結
ぶ
束
を
最
初
に
記
述
し
た
功
績
は
悪
一
四
号
〕
○
の
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
束
の
う
ち
勺
四
一
且
一
己
○
が
説
明
し
た
複
雑
な
組
織
の
な
か
の
特
殊
な
も
の
を
、
正
確
に
記
述
し
た
功
績
は
円
の
の
も
の
に
違
い
な
い

と
い
う
こ
と
も
全
く
疑
い
が
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
閏
印
は
弓
四
二
且
旨
○
は
極
め
て
細
心
の
実
験
か
ら
巨
匡
爵
①
一
言
口
鳥
①
ご
筋
橋
を
証
明
し
、

こ
れ
は
心
房
弁
に
乳
階
筋
が
結
合
し
、
ロ
①
の
四
①
冨
口
一
が
確
認
し
た
。
今
日
我
々
が
刺
激
伝
導
系
と
呼
ん
で
い
る
も
の
を
恵
一
四
目
〕
○
は
み
て

（
喝
）

お
ら
ず
、
そ
の
生
理
学
的
な
意
義
も
否
認
さ
れ
、
そ
れ
故
に
彼
を
刺
激
伝
導
系
の
発
見
者
に
は
数
え
な
い
」
と
き
め
つ
け
て
い
る
。

（
四
）

”
①
薗
田
の
勺
四
一
且
言
○
批
判
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
勺
四
一
且
冒
○
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い
て
印
画
ａ
①
－
３
①
ロ
は
冨
耳
①
号
閏
一
の
耳
①
邑
言
Ｈ

Ｐ
国
呉
○
目
①
匡
且
も
ご
め
皀
○
ｍ
－
①
易
認
め
．
誤
昌
に
「
心
房
筋
は
線
維
軟
骨
輪
に
終
ら
ず
、
大
部
分
は
心
室
壁
と
乳
噛
筋
内
へ
進
ん
で
い
く
」

と
述
べ
、
言
ｇ
烏
①
９
８
や
旨
眉
①
且
○
局
開
ら
も
こ
れ
を
引
用
し
て
筋
原
説
の
同
志
か
ら
、
そ
こ
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筋
連
結
を

実
証
し
た
最
初
の
人
号
Ｈ
国
異
①
と
呼
ば
れ
た
。
内
①
同
の
Ｒ
は
原
本
の
論
文
を
し
ら
べ
、
上
述
の
記
載
を
示
唆
す
る
も
の
が
見
当
ら
な
か
っ
た

か
ら
自
分
の
驚
き
は
大
変
な
も
の
だ
っ
た
。
園
一
目
冒
○
の
こ
の
主
張
は
別
の
論
文
の
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
の
報
告
者
が
翻
訳
に
帰

因
す
る
失
敗
を
し
た
か
、
と
述
べ
て
い
る
。

（
３
）

田
原
淳
は
原
著
の
中
の
「
房
室
束
の
研
究
史
」
の
な
か
で
「
ぐ
．
【
α
］
罠
囚
の
組
織
学
教
科
書
や
他
の
成
書
は
、
の
思
一
且
一
国
○
が
最
初
に

房
室
間
の
筋
性
結
合
を
記
載
し
た
と
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
勺
四
一
且
一
ｇ
の
原
著
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
一
八
七
七
年

の
医
学
中
央
誌
に
掲
載
さ
れ
た
国
呂
の
詳
し
い
報
告
か
ら
引
用
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
」
す
な
わ
ち
「
心
房
と
心
室
か
ら
筋
線
維
が
心
臓

弁
に
入
り
、
ま
た
哺
乳
動
物
に
お
い
て
は
非
常
に
発
達
し
た
筋
組
織
が
心
房
か
ら
弁
に
入
り
込
む
の
で
腱
索
を
完
全
に
筋
組
織
の
突
起
物
と
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見
な
し
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
る
」
「
こ
こ
で
私
は
弁
膜
の
構
成
に
心
筋
線
維
が
関
与
し
て
い
る
か
否
か
の
問
題
を
論
じ
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
と
耳
①
の
耳
の
詳
し
い
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
し
か
し
国
呈
の
報
告
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
顧
冒
且
冒
○
が
果
し
て
心
房

筋
と
心
室
筋
と
の
間
の
直
接
結
合
を
実
際
に
観
察
し
記
載
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
靜
冒
囚
の
疑
念
を
支
持
し
て
よ
い
と
思
う
。
ま
た

因
四
＆
里
ｇ
①
国
の
報
告
に
も
誤
り
が
あ
る
と
思
う
」
と
述
べ
、
田
原
淳
も
顧
匿
巳
ご
○
の
評
価
は
低
い
。

い

か
○

諸
学
者
の
業
績
を
通
覧
し
て
心
刺
激
伝
導
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
に
、
か
な
り
激
し
い
先
陣
争
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

一
○
○
年
前
の
当
時
を
現
代
か
ら
想
像
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
が
、
原
著
の
印
刷
、
論
文
の
掲
載
、
国
際
間
の
郵
送
事
情
な
ど
容
易
な

こ
と
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
世
界
の
文
献
を
渉
猟
す
る
こ
と
の
困
難
さ
は
計
り
知
れ
な
い
。

残
念
至
極
な
事
は
、
房
室
間
に
筋
連
結
を
最
初
に
発
見
し
た
厩
一
目
旨
○
の
一
大
業
績
を
原
著
の
イ
タ
リ
ー
医
学
雑
誌
か
ら
把
握
で
き
な

い
点
で
あ
っ
て
、
一
日
も
早
く
原
著
が
復
刻
さ
れ
る
な
ら
諸
学
者
の
も
四
一
且
一
国
○
に
対
す
る
低
い
評
価
も
、
高
く
顕
彰
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま

こ
の
小
論
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
東
京
外
語
大
イ
タ
リ
ー
語
秋
山
余
思
教
授
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
眼
科
真
壁
瞭
郎
教
授
夫
妻
、
九
大
文
学
部
、

ウ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
エ
ル
教
授
に
は
翻
訳
に
種
々
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
ま
た
古
い
文
献
の
検
索
に
あ
た
っ
て
は

日
本
医
師
会
医
学
図
書
館
の
変
ら
ぬ
熱
意
に
助
け
ら
れ
た
。
深
謝
す
る
。

謝

辞
お
わ
り
に
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文
献

（
１
）
冨
田
達
夫
「
一

（
２
）
冨
田
達
夫
「
一３

（
３
）
弓
四
言
閏
Ｐ
α

（
４
）
須
磨
幸
藏
ほ

（
５
）
冨
田
達
夫
「

（
６
）
シ
閂
宮
Ｃ
蕊
Ｆ

甸
尉
の
ゴ
①
儲
］
Ｑ
ご
聾

（
７
）
弓
四
言
幽
門
蝉
の
．
即
ご
』
①
弓
○
つ
○
ぬ
国
で
三
の
昌
己
国
厨
目
二
○
四
の
邑
閏
嗣
昌
の
戸
①
ロ
註
砂
田
●
国
．
Ｎ
の
三
国
一
乏
四
詳
帛
，
勺
彦
湧
目
○
一
自
室
〆
［
〆
ｚ
Ｈ
．
Ｌ
・
弓
～
。
ご
急
．

（
８
）
弓
閏
乏
四
国
ゞ
印
．
》
ロ
ウ
田
島
①
⑳
○
ぬ
の
］
ご
扇
二
四
一
〕
．
○
吋
目
①
己
の
①
言
吊
二
欧
旦
の
ロ
ロ
①
印
帛
帝
員
①
こ
の
．
函
①
再
崗
．
国
．
ロ
四
言
．
Ｐ
一
〕
里
．
窪
．
認
甲
画
震
届
急
．

（
９
）
シ
⑳
９
一
○
魚
Ｆ
轆
国
閏
月
言
屋
ご
曾
昌
①
己
昌
の
尻
匡
の
ゴ
昌
侭
の
］
〕
Ｑ
①
印
西
の
『
言
ｐ
Ｈ
．
、
［
″
画
言
四
国
》
巳
の
↑
嗣
昌
ｎ
戸
①
口
駐
、
①
．
〕
》
》
ず
①
耳
瓜
吋
国
Ｑ
》
昌
己
ロ
（
〕
昌
○
。
‐

里
再
．
ｇ
５
三
・
①
〕
，
国
戸
侭
の
ゴ
ヨ
侭
①
口
冒
三
角
○
ｍ
穴
○
亘
印
、
ゴ
①
ロ
も
愚
で
煙
『
胃
．
国
①
貝
Ｒ
四
一
三
禺
言
｛
．
勺
四
号
○
一
・
ｍ
ユ
×
冒
〆
ｚ
『
己
．
暗
函
～
ざ
』
》
弓
急
．

（
Ⅲ
）
国
①
昌
侭
．
因
．
両
．
”
ロ
ゴ
閏
島
①
巨
目
ヨ
群
①
一
ヶ
四
局
昌
与
言
同
一
自
己
”
Ｑ
の
印
シ
ｏ
ｎ
①
一
の
国
ご
印
昌
己
く
四
ｍ
口
、
四
目
四
昌
○
目
冑
一
円
｝
］
⑳
、
三
四
胆
①
胃
己
の
シ
ウ
の
。
｝
昌
一
耳
の

Ｑ
①
、
の
瞥
侭
里
耐
『
ロ
①
罰
の
ロ
の
．
弔
喘
言
い
閏
等
、
シ
月
ご
く
，
国
Ｑ
］
房
．
麓
』
～
四
毛
邑
急
．

（
皿
）
国
①
目
］
ぬ
》
西
．
画
蠅
ｚ
四
の
盲
暑
①
鼠
ユ
四
の
の
旦
四
の
国
碇
ｍ
の
面
の
ご
す
四
ｍ
曽
侭
吾
冒
昼
①
」
‐
く
○
号
旦
冒
己
〆
四
日
目
ｇ
Ｑ
①
ゆ
め
画
匡
狛
①
ど
の
号
の
目
①
己
ｍ
言
昌
一
島
（
旨
の
二

弓
①
号
冒
旦
倶
．
勺
帛
言
い
閏
》
の
シ
月
巨
曼
．
国
ユ
］
室
．
画
雪
～
鵲
つ
ゞ
乞
急
．

（
皿
）
国
ｇ
旨
い
困
両
．
”
ロ
ゴ
閏
胄
口
○
く
の
］
〕
耳
一
の
ロ
］
野
①
両
〆
ｑ
尉
涜
一
○
一
①
。
．
問
①
］
厨
の
彦
吋
烏
．
①
〆
ロ
の
ヨ
ゴ
．
勺
四
号
○
一
】
屋
．
弓
ゴ
①
国
一
〕
．
因
ユ
』
↓
巴
（
）
～
認
』
〕
ら
三
・

（
Ｂ
）
出
国
ヨ
顔
崖
固
恥
目
の
口
昌
の
房
の
旨
の
己
昌
侭
号
印
ご
冨
侭
四
自
明
ｇ
二
号
一
い
ず
ｇ
‐
ロ
段
［
侭
①
匡
の
号
①
同
ｇ
［
）
吋
胃
の
冨
旨
の
旨
］
侭
．
国
富
鴨
厨
シ
月
宣
く
．

（
Ｂ
）
函
①
同
ヨ
晩
出
・
両
．
”
ロ
耐
門

詞
ユ
目
［
・
博
④
、
く
ｊ
国
涙
）
．
旨
＠
つ
つ

、
呉
巨
戸
瞠
》
“
く
ｊ
唾
幸
穿
］
迄
三
〉
．

（
皿
）
⑦
四
ｍ
一
六
①
二
》
皇
曼
国
．
》
○
口
号
①
盲
三
国
●
ぐ
四
宮
（
）
己
旦
昏
の
串
常
習
《
》
葛
三
目
同
名
①
（
》
一
画
目
罰
①
討
崗
①
。
、
の
８
号
①
函
①
耳
旦
吾
の
、
戸
）
胃
，
庁
昌
の
①
．
］
○
Ｅ
・
］
国
一
旦

勺
固
く
巴
２
．
く
○
員
ぐ
．
お
～
］
葛
一
屍
麗
．

（
旧
）
国
軍
二
昴
圏
旨
‘
（
肘
の
ｏ
豆
の
胃
①
。
①
印
Ｐ
言
き
ぐ
①
ロ
弓
弄
昌
閏
●
宮
一
二
二
①
一
⑫
．
【
］
ヨ
．
夛
さ
の
壷
①
ご
い
，
届
・
・
盲
胃
媚
留
掲
ｚ
罠
‐
，
田
切
電
～
切
望
》
ら
麓
．

（
肥
）
崗
席
員
ゞ
の
．
“
罰
①
め
四
目
①
、
８
号
①
聾
昌
ｇ
員
の
四
己
国
三
＆
（
）
二
旦
吾
①
三
四
日
目
畠
四
二
国
の
閏
・
計
．
］
（
）
目
●
二
四
一
ａ
型
］
房
豆
・
ぐ
（
）
］
匡
由
路
～
囲
切
ゞ

献冨
田
達
夫
「
田
原
結
節
の
発
見
者
田
原
淳
」
、
日
医
ニ
ュ
ー
ス
「
医
界
風
土
記
三
○
九
号
」
（
昭
和
五
十
九
年
）

冨
田
達
夫
「
田
原
結
節
の
発
見
者
田
原
淳
」
、
『
医
界
風
土
記
九
州
・
沖
縄
編
」
思
文
閣
出
版
（
平
成
六
年
）

弓
四
言
四
『
自
切
“
ご
閉
罰
①
同
一
四
目
ご
鴨
望
の
房
ョ
Ｑ
の
ゆ
め
睡
匡
頤
里
苛
吾
①
目
①
易
．
⑦
口
⑳
国
く
国
印
の
一
〕
の
『
』
①
ロ
“
・
弓
宝
．

須
磨
幸
藏
ほ
か
訳
『
田
原
淳
著
哺
乳
動
物
心
の
刺
激
伝
導
路
系
」
丸
善
、
一
九
九
○
年

冨
田
達
夫
「
田
原
結
節
の
発
見
者
田
原
淳
」
補
遺
、
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
十
三
巻
三
号
、
六
十
～
六
十
一
頁
、

シ
、
の
宮
Ｃ
蕊
Ｆ
弓
四
雪
四
国
》
砂
亜
目
の
ゴ
の
巨
侭
①
門
①
目
く
の
ご
○
二
Ｑ
の
コ
ロ
四
吾
昌
○
四
印
の
可
曽
国
さ
目
ヨ
の
、
ゴ
①
己
⑦
吋
昌
昼
匿
い
①
ご
Ｑ
の
言

目
＠
つ
年

一
九
九
七
年

函
①
目
閂
寄
寅
戯
の
ゴ
①
。
［
昴
国
ぐ
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（
妬
）
【
の
目
言
》
シ
四
国
“
。
｝
ハ
》
冒
・
》
弓
彦
の
用
ざ
吋
冒
四
コ
Ｑ
ｚ
四
目
昂
三
号
の
巨
匡
ｍ
の
昌
閏
ｐ
）
三
］
①
ｇ
ご
］
勗
一
）
の
言
『
①
①
ご
号
①
軍
’
冒
国
ご
ロ
ぐ
国
○
一
勗
旦
号
の

ご
囚
，
扇
す
＆
肘
国
の
四
目
．
］
（
）
昌
，
ロ
巴
（
蔑
智
‐
〕
望
（
）
冒
〉
四
国
ロ
亘
昌
い
ざ
一
．
画
ユ
筐
・
昌
囹
～
」
＄
弓
言
．

（
弱
）
目
府
曾
①
］
‐
・
記
岫
の
○
日
①
罰
①
⑳
巳
厨
旦
胃
苛
の
①
貝
冒
く
の
輿
掲
里
］
（
）
亘
め
○
二
号
の
冨
四
ヨ
ョ
巴
国
二
四
①
画
風
．
シ
ロ
呉
．
丙
①
（
ｗ
・
函
皀
お
～
顧
卸
己
房
．

（
北
九
州
市
・
西
野
病
院
）

（
躯
）
〆
四
号
『
少
．
”
ご
昼
巨
胃
ｉ
の
写
卸
総
や
く
＆
患
》
岳
宣
．

（
羽
）
【
里
９
．
シ
、
叩
ご
昼
冨
胃
の
彦
屋
ゞ
三
四
～
『
Ｓ
》
邑
置
．

（
型
）
二
『
の
］
局
一
〈
①
す
“
の
戸
扉
》
国
の
詳
国
ｍ
①
雨
昌
‐
丙
①
ご
昌
己
⑩
Ｑ
ｇ
ョ
の
こ
の
の
｝
農
の
岸
吊
ご
西
閏
旦
騨
億
一
肉
①
芦
シ
月
冨
ぐ
閉
．
ン
己
胃
○
］
ヨ
①
亘
．
四
目
の
ご
旨
哩
①
躍
雲
『
～
函
望
》

（
幻
）
【
里
庁
戸
シ
，
》
、
国
５
両
ぐ
巳
昌
ご
一
〕
曽
己
シ
ｇ
ご
国
旦
（
荷
同
国
言
昌
こ
め
（
ｗ
巳
閏
‐
聾
昌
ｇ
こ
『
の
め
旦
号
①
西
①
四
耳
．
弓
一
雨
門
四
コ
の
里
“
甸
①
耳
匡
普
，
く
目
．
駅
ｑ

（
Ⅳ
）
穴
①
箆
胄
》
罪
．
”
弓
｝
５
シ
ｐ
Ｈ
旨
三
○
‐
く
①
三
〕
’
旨
三
日
国
昌
〕
巳
の
ａ
号
①
国
匡
ョ
曾
〕
国
の
四
耳
．
弓
一
雨
門
鼬
邑
の
里
）
シ
匡
噛
』
胃
］
戸
四
＄
～
由
置
｝
己
急
．

（
脂
）
旨
の
三
舅
三
ｍ
目
》
〕
・
”
○
国
号
の
”
ご
旨
ゴ
目
旦
吾
の
言
四
目
ョ
己
国
己
函
①
四
１
．
当
（
〕
戸
冒
国
一
員
帛
穿
】
、
ご
」
．
画
Ｑ
目
〆
］
弓
～
己
酌
》
屍
認
．

（
⑲
）
丙
の
厨
①
］
、
》
【
》
己
①
す
①
吋
昌
⑦
目
こ
め
ｇ
一
ざ
め
①
ご
囚
●
三
罠
‐
昼
昌
漏
電
昌
駕
｝
５
口
ぐ
（
）
号
旦
昌
己
ぐ
の
貝
『
房
の
］
Ｑ
①
め
い
讐
侭
里
巨
の
号
①
国
璽
〕
の
．
シ
Ｒ
●
の
三
く
ニ

ン
ロ
胃
○
ョ
房
匡
帛
〕
ご
あ
ざ
ざ
四
①
シ
宮
』
～
い
］
～
屋
．
己
置
．

（
別
）
雷
匡
目
巨
①
云
冨
・
》
シ
二
目
言
言
菖
の
、
四
ａ
国
昌
一
①
己
閏
い
①
ｇ
ざ
口
昌
具
里
ｍ
８
留
』
Ｑ
の
三
ｍ
．
シ
罠
●
の
言
ぐ
ヨ
房
昌
胃
．
Ｑ
①
国
ご
め
一
旦
畠
員
路
寺
ｊ
虫
当
』
塞
印
↑

』
や
つ
つ
く
ｊ
］
④
つ
、

含》 胃
印
や
い

Ｉ
ｊ
ｍ
ｑ
④
今
」
や
つ
』
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DerEntdeckerdesAtrioventrikularbimdelsDr・SunaoTAWARA

-Nachbemerkungen

TatsuoTOMITA

（
急
臼
）
巾
守
鰕
抑
等
鰕
棉
潔
朴
思
幽
特
、

DievorliegendeStudiegehtzunachstdervondenPhysiologenMering,Gaskell,Humblettsowieden

AnatomenHis,Kent,Retzer,Keith,McWilliaminihrenSchriftenvertretenenmyogenenTheorienach,

welchedieReizleitungvomVorhofzumVentrikeldurchdasMuskelbUndelunterstUtzt.Hierbeizeigte

sich,daBdieZeitbereitsreifwarfiirdieEntdeckungdesatrioventrikularenKnotens,demsogenannten

Tawara-Knoten.Anschliel3endwirddieFragedeswahrenEntdeckersdiskutiert.Paladinogiltalsder

Erste,derdievondermyogenenTheoriegeforderteMuskelverbindungnachgewiesenhattte.Manzahlt

ihnabernichtzudenEntdeckerndesReizleitungssystems,weilbedauerlicherweiseseineaufitalienisch

verfaBteOriginalarbeitnichtgefundenwurde.DerenLektijrewUrdeseineBewertungsichererheblich

verandern.


